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地域包括支援センターの概要

そ
の
ほ
か
の

改
正
の
ポ
イ
ン
ト

　

身
近
な
地
域
で
、
地
域
の
特
性

に
応
じ
た
多
様
で
柔
軟
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
に
新
た

に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
が
創
設

さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
サ
ー
ビ
ス
は
、
認
知
症
高

齢
者
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
な
ど

で
、
原
則
、
市
民
の
み
の
利
用
と

な
り
ま
す
。

　

良
質
の
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ

る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
に
事
業
所
の
情
報
開

示
が
義
務
づ
け
ら
れ
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、事
業
者
指
定
更
新
（
６
年
）

や
、
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
資
格
の
更

新
（
５
年
）
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

所
得
の
低
い
人
の
保
険
料
の
軽

減
を
図
る
た
め
、
保
険
料
の
区
分

を
左
図
の
と
お
り
改
め
ま
す
。
改

問
い
合
わ
せ
先　

市
役
所
駅
南

庁
舎
高
齢
社
会
課
（
０
８
５
７
）

20

－

３
４
５
１

正
後
の
新
第
２
段
階
の
保
険
料
率

は
現
行
（
基
準
額
の
75
％
）
よ
り

低
く
設
定
す
る
こ
と
と
し
、現
在
、

「
鳥
取
市
介
護
保
険
事
業
計
画
・

高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
作
成
委
員

会
」
で
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
徴
収
（
保
険
料
が

年
金
か
ら
天
引
き
さ
れ
る
方
式
）

の
対
象
と
な
る
年
金
が
、
遺
族
年

金
、
障
害
者
年
金
に
拡
大
さ
れ
る

な
ど
、
よ
り
便
利
に
な
り
ま
す
。

改 正 後 の 保 険 料 区 分

主治医
主任介護支援専門員 保健師

社会福祉士

連
携

ケアマネジャー

ケアチーム

被保険者

支
援

支
援

支
援

チームアプローチ

主に
◆ 地域の介護支援専門員（＝ケア
マネジャー）と医療機関を含め
た関係機関の間の連携を支援し
ます

◆ 地域のケアマネジャーからの相
談をお受けします

◆ 高齢者のみなさんが状態に応じ
て、継続的に、一貫したサービ
スが受けられるよう、調整します

主に
◆ 戸別訪問などを行い、支援の必要な高齢者のみ
なさんの実態を把握します

◆ 本人、家族、近隣の住民のみなさんからのさま
ざまな相談をお受けします

◆ 関わった高齢者の皆さんの判断能力を把握し、
権利擁護が必要なとき、必要な支援を行います

◆ 虐待の事例を把握したとき、事実を確認し、適
切に対応します

主に
◆ 高齢者のみなさんが、生活行
為の中で「自分でできること」
を見つけるための支援をしま
す

◆ 見つけた「できること」を、
実際にできるようにするため
に必要なサービスの計画を作
ります

◆ 一定期間経過後、計画が対
象者にあっているか評価します

区　　　　分 現  行 改 正 後
市民税非課税世帯の人で、合計所
得金額（※）と課税年金収入との
合計額が 80万円以下の人 第 ２

段 階

新第２
段   階

市民税非課税世帯の人で、上記に
該当しない人

新第３
段   階

※合計所得金額…収入合計から必要経費に相当する額を控除
した金額のことで、扶養控除や医療控除などの所得控除をす
る前の金額です。

地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
の
創
設

第
１
号
被
保
険
者（
65
歳
以
上
）

の
保
険
料
の
見
直
し

サ
ー
ビ
ス
の

質
の
確
保
・
向
上
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